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( 1 ) 

平

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
き
苓
塚
市
時
間
及
率
殺
を

z
h

に
公
表
す
る

紹
和
一
一
十
八
年
十
一
月
一
日

〈表的

款

総
務
埠
隼
必
合
委
員
会

十
一
口
比
一
一
日
の
間
連
合
審
開
会
に
引

続
き
申
吋
問
題
保
時
間
仲
間
同
に
伝
染
同
問
機

殺
置
反
対
の
行
い
つ
い
て
審
議
。

旧
公
営
讃
議
委
員
会

一
丹
市
営
競
翰
の
滋
常
い
つ
い
て
協

議
。

六
月
米
日
ま
で
に

昨
年
十
二
月
末
時
限
h
J

滋

用
禁
止
に
な
っ
た
小
綴
透
貨

は
も
京
市
る
六
月
三
十
日
記
の

裁
問
問
代
田
H

本
銀
行
本
支
店
代

潔
店
及
び
郵
便
局
で
引
換
を

行
い
ま
す
。

吋
泡
山m鶴
田
止
に
な
っ
た
小
額

遜
貨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
額
補
助
遜
貨

一
向
、
五
十
議
、
二
十
議

十
議
、
五
議
、
二
議
、

一
議
、
五
度
、
一
一
理

小
額
紙
幣
五
十

小
額
日
本
銀
行
券

十
議
、
五
議

定
例
市
議
会

定
の
議
案
を
綴
議
可
決
す
る

平
塚
市
市
税
賦
課
徴
状
条
例
の
一
部

を
改
立
寸
る
条
例
。

平
塚
市
地
方
競
馬
実
施
祭
椀
の
一
部

を
改
主
す
る
茶
例
。

平
塚
市
消
防
戦
長
及
び
治
訪
問
岡
田
の

質
じ
ゅ
っ
条
例
。

平
塚
市
監
査
萎
叫
閣
の
選
仕
に
つ
い
て

国
有
財
産
翼
後
貸
付
を
受
げ
る
に
つ

い
て
。

平
塚
市
花
氷
小
学
校
域
災
復
旧
費
怒

僚
に
つ
い
て
。

昭
和
二
十
八
年
度
平
塚
市
歳
入
裁
出
(

追
加
更
衣
予
露
。

昭
和
一
一
十
八
年
唆
平
塚
市
特
例
会
。

計
競
輪
響
楽
設
歳
入
歳
山
田
追
加
予
算

十
一
一
回
競
鳥
海
蛍
吾
一
員
会

十
一
一
月
に
施
行
の
市
営
競
馬
に
つ
い

て
審
議
。

十
五
日
回
出
政
委
員
会

市
験
再
闘
の
勤
勉
宅
当
期
末
手
当
等
に

つ
い
て
審
議
。

合
併
促
進
委
員
会

日
第
一
緩
)
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〈表 2)

款 !当初予算額 AI 一%14Jì -9閥加更醐 j 腕予算額 c I g一%
35 7.550;伎}mO 16L732.59m 3 35 

地方財政平復交付金 B r、 3.55~.O自由 28.885.∞。 8 

使用車専凍ぴ手数料 5 一
20.764.428 5 

商館支出金 13 2.431.611 6仏653.825 13 

際 支 出 金 3 421.628 14.9S1~048 3 

軍事 m 金 一 一 10.∞B 

繰 越 2.α)0.000 2.550.000 1 

繰 入 23 9.421.874 

;調
24 

雑 放 1 1.734.698 2 

市 12 11 

ま註 入 合 100 20.001.311 l∞ 

歳 出

款

議 会 望量

役 断 費 13 58.530.310 

重幸察?肯鈴重量 10 44.~08.679 10 

ニ土 木 理主 2 8.288刻。 2 

数 管 望量 32 8.岱9.831 147.638.971 32 . 

重士会ー及労的施::~r費 20 S.ぬ乱伐治 9?892.~77 20 

保健ー衛生袋 4 19.047.530 4 

箆祭経済費 2 190.∞日 1仏空49.680 2 

都市計磁療援聖堂 7 1.政JO.'αJO 29.401.860 7 

財 箆 重量 。 1.0号9.123

統計務恋愛 。 51.910 。

宝量 王事 害量 。 589.5∞ 。

公 償 事量 3 3 

関有財産関係費 。 215.105 。

競総務重量聖書 2 2 

聖書 支 儲 金 。u 1.750.575 2 

予 鎚 費 試沼a 。 。

1量 出 ぷ口為 計 20.∞1.~11 100 

m
C

門
別
的
柏
町
四
お
U
9
m
川
町
刷
、
M
A
M田
錦
町μ
必
必
一
路

27.78，.炉 91

2.314.127, 

E邸.630

~'O.794.918 

1.646.1901 

17ι066 

J.066;129 

5.82止~8作

365.994ト

4.070.84割

4.750.'!48 

151.54'.44 

58.ち30.310

H.208.679 
8.288.5∞ 

147.638.971 
宮1268f官2.27ï

7官絞

地方島幸政平衡交付金

使用料及手数料

E語障支出金
県支出金

容 F拝金
繰越金

繰入金

難牧入

市 告を
入合計

議会費

役 所 重量

警警察消防費

土木技
数育殺

社会及労的施設費
保健衛生受
盤熊総務費

都市計商事業費
島幸 重霊 費

統計擬恋愛
選挙資

公債愛
国有財蜜腐係星電

議論理害幾重量

総支邸金
予 鍛 聖署

員轟尚 l 合計

か
饗3
村
山
山
一
割
す
と
う
り
市
の
台
所
は
決
一
う
の
で
あ
り
ま
す
。
又
年
度
の
半
は
を
一
し
た
の
で

ζ
ざ
い
ま
す
。
次
に
ζ

れ
等
一
会
計
に
繰
出
し
ま
し

h
h益
金
総
按
は
一
一
一

し
て
奈
ほ
あ
り
ま
せ
ん
。
即
ち
歳
入
一
過
ぎ
草
し
た
今
回
、
事
萎
苓
の
針
画
一
に
要
し
た
経
費
は
と
申
し
ま
す
と
袋
一
六
、
一

O
九
、
六
七
七
円
で
あ
り
ま
す

に
お
い
て
は
2
0
%
の
状
ス
撃
で
あ
り
一
は
愈
々
笑
施
期
に
入
り
ま
す
の
で
今
後
一

4
、

5
)
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
一

ζ

れ
に
よ
っ
て
昭
和
ニ
十
七
年
度
に
お

ま
す
が
他
方
歳
出
に
お
含
ま
し
で
は
一
一
ニ
著
書
の
増
加
は
加
わ
る

E

主
以
上
で
一
一
十
七
年
度
長
け
る
喜
一
け
る
読
書
よ
り
〆
一
般
会
世
襲

一
一
一
一
%
と
歳
入
に
比
し
一
一
一
%
も
多
く
支
百
一
い
ま
す
。
一
帯
業
の
決
算
概
泌
を
終
り
ま
す
が
、

ζ

一L
ま
し
た
相
聞
は
九
六
、
七
七
ム
、
ん

O

一
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
一
私
共
市
政
担
当
者
と
し
て
は
い
ろ
い
一
の
年
度
に
お
け
る
車
券
売
上
額
は
六
回
一
一
間
で
あ
り
、

r
あ
額
は
一
敏
会
酔
副
総

プ
留
に
お
け
る
変
不
足
額
は
一
回
一
ろ
霊
的
な
霊
港
湾
の
害
発
重
一
九
、
富
一
、
四
0
0
円
で
あ
り
、
乙
一
額
の
ニ
六
二
一
一
%
安
市
し
、
き
と
に

一
、
一
五
ニ
、
一
一
一

O
七
円
と
な
り
、7
5
し
ま
し
て
会
努
際
政
撃
に
万
全
を
一
の
結
果
』
一
般
会
計

t一
正
繰
出
」
ま
し
h
J議
一
大
告
な
財
源
と
な
っ
て
お
る
の
で
あ
り

一
補
警
主
か
し
ず
ほ
震
で
一
説
明
ぞ
一
期
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
に
一
金
蓄
は
六

O
、
六
六
ニJ

ニ
際
問
玄
す
q

て
お
り
ま
す
と
お
り
政
府
又
は
市
申
録
一
お
か
む
主
し
て
も
、
い
ま
一
段
の
協
刀
一
ず
あ
り
ま
す
。
一
一
次
に
昭
和
ニ
十
八
年
墜
前
議
翠
ぞ

嘉
よ
り
一
時
突
き
し
ζ

れ
を
祷
を
お
願
い
す
る
議
で
7
ぎ
い
ま
す
。
一
競
馬
に
お
り
申
馬
券
の
空
会
阜
の
予
著
書
並
び
に
状
義
抽
出
を
鋭

一
一
一
一
凶
六
、
九
七
一
一
一
、
0
0
0
円
で
一
段
一
時
間
裂
し
ま
し
ょ
う
。

∞
特
制
利
金
野
分
一
一
一
、
賂
和
ニ
十
八
年
度
予
算
の
動
向

て
昭
和
二
十
七
態
度
決
算
の
棚
概
況
一
競
襲
警
に
お
雲
し
ず
ほ
当
初
一
0
0
円
の
追
加
を
致
し
ま
し
た
の
五

一
予
算
額
匂
弘
一
一
一
、
二
九
九
、
0
0
0
月
一
計
￥
算
成
は
間
四
一
一
、
九
七
五
、
0
0

率
巾
の
特
別
合
計
と
詳
し
ま
し
て
は
一
の
務
純
餓
宮
内
事
業
の
決
算
概

m
mよ
り
一
で
ζ

の
懇
い
お
い
て
は
追
加
喪
主
を
致
一

O
隠
と
な
り
ま
す
。
以
上
が
特
別
会
目
前

す
主
に
皆
さ
ん
よ
く
御
一
時
知
か
と
思
い
一
説
明
殺
し
ま
す
と
、
先
づ
本
市
が
総
和
一
し
ま
せ
ん
。
次
に
競
百
周
事
業
援
で
あ
り
一
に
お
げ
る
事
業
部
予
算
動
向
世
あ
り
ま

ま
す
が
競
輪
事
業
、
競
馬
事
…
警
一
一
大
一
一
一
十
七
草
度
中
に
間
借
款
し
ま
し
議
玄
す
が
、
当
事
築
続
出
包
囲
、
九
七
一
ず
。

ζ

れ
芸
区
E
L
み
ま
し
ょ
う

状
益
事
撲
でζ
べ
ま
す
。
一
輸
は
八
回
、
競
馬
は
川
崎
競
馬
場
宇
俊
一
五
、
0
0
0
一
円
で
あ
り
ま
し
た
が
九
月
一
{
表

6
、
7
参
照
)

さ
て
昨
年
時
節
陥
和
ニ
十
七
年
度
一
舟
致
し
ま
し
て
一
一
凶
ぞ
れ
ぞ
れ
吋
泌
致
一
に
お
き
ま

b

て
は
一
一
一
八
1
0
0
0
、

o
…
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議事!残綴

函苛j

5∞.∞叫

26.743.8131 

款

輸事業

支出

鎖

出合

さ
で
ζ
の
予
算
を
九
月
末
ま
す
ん
ど

の
よ
う
に
軸
閉
口
し
た
か
と
云
う
と
と
に

重量、総事業攻入

繰越金

歳入合計

競
諸
予
援

費
金
設
計

職事業

支出

銭

出合

款

官競輪事業

款

〈表 9) 歳入

!竺?錦AJ 攻入務叡百数入来演可f一九
競馬事祭投入 440.幻5.∞q 斗 μ0.975.0001 -

繰越金 2.0∞.00判 3.188.3821"" 1.路8.38司 159

銭入合計 1 442.975.0001 3.188.3821 必9.786.61判 1 

出

費
金
援
計

篤毒事業

支出

僚

出合

款

競
務
予
議

款 款 9月末現計予算額 A 支出演~額 B 予算残額 -b 5う。表5 8 
競馬軍事業費 競輪毒事築費 695.855.88関0 37333732p6 q 322.4C8.5s'41 54 

務支 出金 露支 担当 金 57.143.120 28.000.000 29.143.120 49 

予 備 費 予 備 害車 300.∞9 300.∞合 ノー

歳出合計 歳出合計 7路2ω吋 401.387.325 351.宮11.674 53 

主翼

聖書日tJt

al 
〈
司
祭
日
〉
は
穏
賄
事
繋
援
に
開
閉
す
る
九
一
一

月
末
君
主
の
状
支
状
視
で
と
g
い
ま
す
一
致
す

が
本
市
の
昭
和
ニ
十
八
年
度
分
競
臨
闘
同
一
校

催
月
日
は
来
る
十
ニ
月
二
十
六
日
よ
り
一
ん

六
日
間
を
第
一
一
回
、
捜
年
一
月
下
旬
孫
一

一
一
一
、
住
民
負
担

京
市
の
財
政
を
賄
う
大
き
な
財
源
は
一

何
C
申
し
ま
し
で
も
古
川
税
で
あ
り
ま
す
一
一

荷
額
「
状
入
及
び
支
出
の
概
視
」
で
も
一
ま

鋭
切
の
と
お
り
昭
和
ニ
十
七
年
度
に
お
一

き
ま
し
ず
ほ
総
法
算
援
の
一
一
一
一
一
%
を
、
一

文
本
年
度
に
お
い
て
は
総
予
算
績
の
一
一
一
一

五
%
を
し
め
て
お
り
ま
す
。
-

童手

設

市 民 事者

固定資霊量殺 59.992 

奮気ガス王監 59.992 

(表 43 銭^
i 最終予算額 Ai 枚入間平トト耳ZFに

山23451 臨叫9~1 96 1ム
瓜630.8771 20.530.ら77 ， 100 I 

机仰213即.1ペ4

媛一一← 出 2 一

最榊算鱒綴 λ川i 亥州出済糊額 BI 

639.o51.stzl 
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長受理債石嬰雇

jj;髭払
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針 i 臼ω21 -1 イ一作叫25.脚ゆ吋損益 ii

公
証
人
役
場
の
利

世
の
中
が
だ
ん
だ
ん
塗
骨
い
て
来
ま
一
け
の
誌
窃
方
や
勢
訂
力
が
奇
心
の
市
復

γレ
た
今
日
、
土
地
や
家
屋
の
務
質
が
、
一
門
出
ゴ
タ
ゴ
タ
一
が
諮
っ
た
と
曹
に
も
手
掛
岬

躍
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
詳
し
一
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。
濃
脅
警
宇
品
作
る

た
。
土
地
番
臨
の
務
質
や
蜜
貸
借
の
よ
一
場
設
も
、
公
主
証
番
で
作
つ
で
お
き
ま

う
な
大
切
な
裂
約
を
T
る
と
き
、
当
事
一
す
と
、
遺
書
め
効
力
は
磯
突
に
な
り
、

者
の
関
で
、
契
約
蓄
が
と
り
交
わ
さ
れ
一
又
、
秘
密
は
間
く
守
ら
れ
ま
す
。

る
の
が
普
通
で
す
が
、
さ
で
、
契
約
養
一
公
証
人
役
場
は
、
裁
判
所
の
よ
う
に

を
と
ん
な
風
に
響
い
た
ら
よ
い
か
、
と
問
脅
し
い
所
て
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
公

正
時
わ
れ
る
ガ
も
少
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
一
蕊
髭
瞥
も
、
私
法
上
の
一
切
の
法
露
間
関

す
っ
。
契
約
番
に
手
ぬ
か
り
が
あ
っ
た
た
一
億

L
わ
た
っ
て
使
協
さ
れ
ま
す
。
国
民

古
川
に
、
桜
田
、
と
ん
だ
迷
惑
を
し
た
と
一
の
皆
様
が
品
設
矧
援
に
淡
い
理
解
を
も

一
い
う
諮
も
よ
く
慰
く

E

で
玉
、
そ
一
た
れ
、
ぉ
霊
に
義
人
役
場
を
語

つ
い
うζ
戸
め
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
一
さ
れ
る
な
ら
は
、
そ
の
利
益
は
、
独
り

に
は
、
公
訟
入
役
場
に
出
向
い
て
、
公
一
御
本
人
に
と
と
ま

4
ず
、
社
会
会
極
め

一
証
人
に
強
許
し
℃
品
申
立
証
書
に
よ
っ
て
一
法
語
秩
序
を
係
ち
、
世
の
申
事
競
る
く

契
約
し
て
お
く
の
が
陣
籾
で
す
。
お
金
…
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

…
を
借
り
た
り
貸
し
た
り
す
る
と
き
も
、
一
公
誕
天
役
場
は
各
地
に
お
か
れ
て
お

子
お
方
按
で
す
れ
ば
安
心
し
て
貸
出
憎
関
一
り
ま
す
。
静

L
い
こ
ι
以
法
務
局
、
地

誌
を
結
ぶL
ι
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
一
方
法
務
鶴
若
し
く
は
、
そ
の
一
喬
べ
路

公
恋
人
が
作
成
し
た
会
止
甑
審
は
、
公
一
商
品
附
に
御
問
い
合
せ
下
さ
い
。



〈事〉

計

鰍事 i現在綴

Ilìl和 29 芸評霊 ij .15 B 

別会

償還額

特

借入額

針

盤曹i 現在額車E慈

在主

僕童書^ 

〈袋 13)

鐙
lJlj 月

7.f 5 3 号

年
頭
に
当
り
ま
し
て
昨
年
の
伝
染

病
の
発
生
状
拐
を
限
議
し
て
、
本
年

の
予
防
対
策
の
一
諜
と
殺
し
た
い
。

先
づ
赤
繍
で
あ
り
ま
す
が
毎
々
申
上

げ
る
通
り
予
防
ル
と
で
は
、
ま
づ
手

を
浅
い
次
が
幽
取
り
、
そ
し
て
設
の

も
の
を
食
べ
な
い
こ
と
で
す
。
本
年

も
是
非
共
乙
れ
を
盛
行
し
て
裁
き
た

L
 申

上
げ
る
ま
で
も
な
く
法
定
伝
染

病
は
文
化
的
進
O
L
つ
れ
て
、
競
少

の
一
迭
を
た
ど
っ
て
一
居
り
ま
す
が
、

赤
痢
は
乙
れ
に
逆
比
例
じ
て
お
り
ま

す
。
食
糧
事
情
の
好
訟
に
従
い
ま
し

て
一
般
に
外
食
在
す
る
機
会
の
多
く

な
っ
たζ
と
恋
郁
朗
の
穣
病
率
脅
急

携
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
腸
チ
フ
ス

や
日Y
Z
Tリ
ー
は
予
妨
注
射
そ
の
他

の寸

〈ヨ

d 

<l 

の
処
置
に
よ
っ
て
て
い
減
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

続
部
副
の
示
す
と
乙
支
リ
じ
よ
り
ま
す

と
乙
弘
数
年
は
毎
年
赤
痢
が
増
加
の

銭
向
が
品
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様

も
予
防
に
御
協2
h
iさる
よ
う
お
綴

い
致
し
ま
す
。

晴
雄
援
に
時
間
生
流
行
を
見
た
赤
痢
が

厳
寒
の4
の
一
月
よ
り
穣
患
者
が
あ

る
の
で
あ
り
ま
し
て
議
近
は
乙
の
病

然
も
殆
ん
〆
億
久
性
の
伝
染
病
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
も
一
月

よ
り
拙
四
位
℃
て
年
末
の
十
ニ
月
ま
で

毎
月
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
手
ん
な

状
熊
玄
の
り
ま
す
か
ら
最
感
蕩
の
変

警
に
は
ど
う
な
るζι
か
と
云
う
懸

念
も
あ
り
、
現
在
の
務
総
施
綾
ポ
ほ

牧
容
し
緩
い
程
に
発
生
を
見
る
弔
人
は

五
酷
制
残
品
棋
の
遺
族
に

恩
給
扶
助
終
が
支
給

遣
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
前

の
広
報
に
細
く
御
説

開
問
致
し
ま
し
に
が
、

米
ザ
作
権
利
を
有
し
な

が
ら
扶
劫
料
請
求
警

を
あ
出
し
に
な
ら
な

F

な
い
か
と
、
ζ

の
対
策
に
万
全
を
怒

し
、
狭
閣
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
予
紡

宣
伝
、
爆
者
の
思
潮
時
間
見
、
発
生
態

家
の
完
全
治
語
、
橡
使
、
そ
の
付
近

の
一
寸
前
消
議
等
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
串
に
も
大
な
る
発
生
も
な
く
経

渇
し
た
の
で
、
総
安
堵
殺
し
ま
し
た

こ
れ
儲
へ
に
市
民
の
皆
様
の
お
痢
に

対
寸
る
、
現
解
あ
る
注
意
の
賜
一
と
潔

〈
感
鉛
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

重
め
出
品
類
大
消
穏
に
は
各
家
庭

に
D
D
T
の
撒
布
等
を
し
て
援
の
鼎
開

設
を
師
削
除
し
、
裏
面
事
に
お
い
丈
は
各

家
庭
の
便
所
に
組
殺
の
消
欝
を
し
で

鰯
の
発
伎
を
防
ぎ
、
そ
の
関
小
申
学

校
の
学
童
生
徒
に
報
償
付
手
の
機
取

り
な
ど
を
行
い
ま
し
て
相
当
の
成
果

を
め
げ
ま
し
た
。

尚
掴
哩L各
地
に
織
の
い
な
い
釘
村 ﾗ 

〉く
ﾗ 

〉く
ﾗ 
ﾗ 

の

の

お

ら
ぜ、

い
方
が
あ
る
よ
う
に

見
う
け
ら
れ
ま
す
の

で
該
当
す
る
と
忽
わ

れ
る
よ
う
な
方
は
御

遠
慮
な
(
市
厚
生
課

へ
相
談
に
お
い
で
下

3

る
よ
う
ゐ
如
ら
せ

設
し
ま
す
。

が
あ
あ
遥
動
じ
習
い
ま
し
て
、
衛
生

模
範
地
区
の
一
設
定
に
つ
い
一
人
は
浜
岳

地
ぽ
婦
人
会
、
桃
浜
町
地
底
属
人
会

の
濃
解
あ
る
級
協
力
に
よ
り
ま
し
て

己
の
地
区
に
衛
生
態
虫
て
め
る
、
鰯

蜜
、
奴
、
争
認
滋
す
る

ζ
と
を
擁
護

さ
れ
ま
し
て
、
発
生
の
最
盛
裕
志

夜
叶
も
、
蚊
限
必
し
て
←
同
革
命
か
な
騒

阪
が
出
来
る
と
云
う
よ
う
な
状
泌
で

あ
り
ま
し
た
。ζ
れ
も
お
互
の
心
掛

一
つ
で
ど
な
た
も
出
来
る

ζ
ι
で
あ

り
ま
す
。
秋
撃
の
出
品
努
清
掃
を
ム
し
越

冬
一
盛
虫
の
滋
除
、
蚊
の
鼎

m
a様
、
下

水
の
掃
除
、
鰯
の
発
生
謂
閉
め
麓
芥
の

焼
却
等
伝
染
病
の
予
防
は
紙
調
長
打

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

怨
て
昨
年
一
月
以
来
の
伝
柏
町
捕
の

発
訟
で
あ
り
ま
す
が
、
擦
患
者
九
六

名
で
そ
の
内
苑
士
一
者
は
九
名
引
あ
り

ﾗ 
ﾗ 
ﾗ 

最
近
入
つ
十
九
新
判
勢

判
刊
の
閉
山
審
議

役
訴
の
時
間
き

女
の
一
生

市
場

米
の
増
援

健
潟
な
村

{土)

(金)

〔矢J

担
当
者
は
い
よ
い
よ
終
援
の
獄
窓
的
使
一

周
を
諮
り
、
市
財
政
の
鏑
全
性
誉
総
持
一

一
促
進
せ
し
む
る
r
F
」
に
努
力
致
し
て
お

本
市
財
政
の
突
時
間
一
を
各
演
に
返
り
一
鋭
一
り
ま
す
。
ど
う
か
出
国
さ

λ叫
ん
お
か
れ
ま

悶
L
ま
し
た
が
今
後
愈
々
窓
辺
開
放
の
し
で
も
、
と
の
私
北
(
の
怒
瀬

p
f
fと
せ

賢
A閣
に
は
幾
多
の
難
問
と
不
安
が
予
測
一
ら
れ
市
行
財
政
に
探
い
理
解
と
絶
大
な

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
o
m
え
て
「
戦
一
議
事
与
え
ら
む
を
と
を
議
致

災
都
市
」
と
一
耳
切
一
品
官
援
を
背
負
う
婆
巾
し
ま
し
て
第
十
一
回
目
の
平
塚
市
財
政

が
現
在
ま
で
乏
し
い
財
政
の
申
よ
り
戦
一
事
情
を
結
ぶ
こ
と
に
致
し
ま
す
。

災
復
沼
に
揮
げ
た
辛
苦
は
並
大
て
い
の
一

も
の
で
は
な
く
今
後
と
も
数
倍
の
努
刀
一

を
必
要
と
す
る
乙
と
は
今
吏
説
的
で
申

し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
愛
せ
ん
。

と
の
よ
う
な
状
犯
の
下
、
私
共
市
政

月3 

騒

期連

関動

事

騒

告
に
わ
た
る
要
な
襲
、
風
水
一
の
挺
光
を
期
す
る
と
と
も
に
、
ィ
ン
フ
一
に
災
…
害
罪
文
官

i
ガ
ン
と
す
る
蕗
一

客
等
の
復
雨
対
策
、
そ
の
他
各
万
世
間
の
…
レ
の
防
止
に
資
す
る

ζ
と
が
きρ
的
て
一
便
貯
金
的
特
別
矯
強
婆
闘
を
展
開
し
、
一
愈
発

要
請
に
築
き
、
国
家
及
び
地
方
財
政
資
一
緊
要
と
せ
ら
れ
、

ζ

れ
が
た
め
本
年
度
一
各
界
、
各
層
の
国
民
凶
器
め
協
力
を
得
一
切
符
咋

金
の
霊
は
著
し
く
増
大
量
る
に
歪
一
襲
撃
護
軍
、
キ
段
以
百
初
の
七
一
て
広
〈
震
に
呼
び
か
け
、
量
産
一

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
前

ζ

れ
に
伴
一
吉
一
一
十
億
円
か
ら
八
百
間
同
月
に
熔
額
改
一
の
協
力
争
結
集
し
て
、

ζ

れ
が
強
力
な

う
消
費
イ
ン
フ
レ
も
一
部
長
夜
せ
ら
一
審
塁
乙
と
る
り
を
た
。
五
送
人
努
的
、
も
つ
ぎ
穣
の
必
成
を

れ
る
等
、
財
政
金
時
間
政
策
よ
楽
観
を
爵
一
培
に
皐
度
の
過
半
を
経
て
、
残
余
の
一
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
め
り
ま
す
。

さ
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
一
続
期
間
に
と
の
蓑
増
震
標
額
の
出
還
を
一
な
に
よ
ぞ
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
刀
を

従
っ
て
乙
れ
ら
撒
布
貸
金
山
内
魚
迷
一
期
す
る
の
は
も
と
よ
町
田
畿
な

ζ
ι
で
一
お
願
い
群
U
ま
す
q

に
か
つ
能
う
か
吉
り
郵
由
民
貯
金
に
段
状
一
は
あ
り
ま
す
が
、
臼
本
碍
建
念
上
に
途

を
は
か
り
、
も
っ
て
紫
金
運
服
部
資
金
一
着
し
た
と
の
難
局
に
か
ん
が
み
、
乙
￥

ま
す
。
な
ん
と
申
し
て
も
赤
痢
耐
世
間

ψ

が
一
番
多
く
七
一
名
争
毅
Yえ
ま
し
で

授
闘
の
如
き
は
本
当
に
あ
ど
け
な
い

子
供
え
が
ほ
ん
の
一
極
に
し
て
刷
出

れ
た
ζ

と
は
怒
年
の
こ
乙
で
あ
り
ま

し
て
小
さ
い
子
供
さ
ゐ
の
b
h
u家庭

で
は
特
に
御
注
意
下
さ
る
よ
う
。

ζ

の
際
申
上
げ
て
お
き
ま
す
。

各
種
伝
染
病
の
内
訳
は
次
授
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

〈
別
表
)

日

伝
染
病
の
内
訳

疫撞主

紅

熱炎

九
六笈七一

一一一

木

E国

ジ

ア

?
"
3
 

流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎

合

計

ぃ
浪
江
漫
一
第
]
一
一
の

y

速
一
即
時

大
谷
省
一
一
一
一
日
教
総
選
時
期
由
民
晶

江
出1緊
治
一
動
物
問
問
、

y
i
ト
ン

小
山
川
、
時
間
沢
一
森
の
生
活
シi
ト
ン

ボ
i

ヴ
ア
ー
ル
一
臼
本
の
表
情
大
江
宅
一

腕
内
敬
一
一
一
一
内
灘
梅
田
、
久
保
椀

安
一
回
徳
太
郎
一
家
篠
の
鍾
康
杉
留
選
簸

依
日
間
新
一
一
一
一
弁
、
一
一
一
姿
、
住
友
一
一
一
宅
、
障
弁

毎
日
ラ
司
フ
ラ
リ
!
一
真
実
一
路
間
本
有
一
一
一

宮
門
神
隣
進
一
幸
議
さ
ん
糠
H国
務
氷

河
升
繋
俊
一
皐
穏
路
大
学
建
崎
土
郎

浜
湾
一

一
チ
ヤ
タ
レ
i

夫
人
の
恋
人

木
下
山
中
治
一

D
H
ロ
ー
レ
ン
ス

I
l
i
t
z
-

風
と
共
に
去
り
ぬ
M
e
主
ツ
チ
テ
ル

ゆ

2
3
2
8
2
5
A
D

一
」
玄
関
帰
緩
廿
?
ミ
ラl

m
3
2
1
4
4
4
m

間
一
一
重
奇
襲
純
夫

l
i
l
-
-
i
i
l
l
i
-
-
4
1
1
I
l
l
i
-
-

一
一
ス
ポ
i

ツ
続
出
、
斎
藤

目
的
出
口

U
M
d

日
時
一
一
倫
理
学
霊
祭
木
筋

5
1
1
2

一
一
望
書
(
4
)

徳
川
書

i
l
i
l
i
-
-
-
J汁
パ
ペ
リ
ー
パ
什
ぺ
川Z
人
物
世
界
史
(
禁
法
師
)
「
拝
国
際

6

0

4

1

4

2

9

0

8

2

 

2
7
6
4

四
百
宮
必
口
一
一
H
(

西
洋
穏
)
村
量
太
郎

L
Z

一
原
爆
の
子
に
乙
な
叫
ん
て
長
凶
新

1
1
1
1
1
1
1
1

一
美
し
い
人
〈
一
i

一
一
一
)
一
一
一
好
十
郎

芯
准

4
4
4
5
8
9
7

一
一
撃
家
物
語
(
一
↓
一
一
一
)
吉
川
英
治

Z
2
3
1
5
4
M
M

幻
一
一
務
義
笠
続
)
舟
重
一

一
一
流
入
島
に
て
中
山
辺
泰
浮

l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
l
l
-
-

一
真
織
の
子
回
宮
奨
彦

∞
必
ぬ
幻
印
同
制
的
。
的
一
一
歴
史
腕
一
出
蔑
口

同
一

U
一
一
蛇
と
鳩
童
文
様

一
一
花
ひ
ら
く
伊
藤
整

i
E
i
f
-
-

一
一
階
い
ま
臨
申
上
翁

生
業
実
関
拙
融
制
童
浦
野
一
一
熔
石
川
淳

工
会
鰍
時
紋
パ
一
一
火
の
烏
伊
藤
蕗

学
商
安
出
一
師
会
無
兇
貸
主
一
一
審
判
個
室
文
雄

ノ
リ
ソ
ダ
騒
動
記
杉
浦
開
平

村
の
政
治

図
式
の
改
造

釘
念
日
の
辞
典

き
も
の
'

第
一
一
の
住

音
楽
の
楽

闘
浴
の
務
史

t
1
7
1
a問
教
脊
心
理
学

駅
1
4
A
間
一
役
界
の
名
著

丸
問
委
J

一
芸
術
小
辞
典

御
厨
器
内
博
一
~
\

川
服
、
渡
辺
一
芸
能
辞
兵

器
月
俊
一
一
日
本
の
右
翼

よ
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